
日付 行 程 〇下車観光 ☆乗船・体験ツアーコード：WREP01（ＣＭ10Ｐ）

１

那覇発(14：30) ✈ 中国東方航空（ＭＵ2086 便）✈ 上海着（16：00） ＝乗継＝

上海発(19：05) ✈ 中国東方航空（ＭＵ513 便）✈ シェムリアップ着（22：15）

空港到着後、～入国審査～専用車にてホテルへ

【（食事）朝：× 昼：機内 夕：機内】【（宿泊）シェムリアップ】

２

ホテルにて朝食～専用車にて世界遺産のアンコール遺跡群観光

〇アンコールトム「南大門～バープオン～ピミアナカス～象のテラス～ライ王のテラス」

レストランにて昼食～ホテルに戻り休憩～ホテル再出発

アンコール遺跡でも美しいたたずまいを見せる〇アンコールワット観光

〇アンコール遺跡群にてより夕日鑑賞

夕食は、伝統舞踊アプサラダンスショーを見ながらのビュッフェ～ホテルへ

【（食事）朝：ホテル 昼：麺料理 夕：ビュッフェ】【（宿泊）シェムリアップ】

３

早朝、アンコールワットにて朝日鑑賞

ホテルにて朝食～専用車にてアンコール郊外観光

〇“東洋のモナリザ”デバター像で有名なバンテアイスレイ
レストランにて昼食～ホテルに戻り休憩※時間によって休憩を取らない場合もございます。

ガジュマルが遺跡を覆う〇タプロム遺跡観光～夕食はクメール料理をどうぞ。

【（食事）朝：ホテル 昼：中華料理 夕：クメール料理】【（宿泊）シェムリアップ】

４

ホテルにて朝食～ホテルチェックアウト後、専用車にて観光へ

◎トンレサップ湖クルーズ ◎水上生活者の村を観光 ◎果樹園訪問 ～レストランにて昼食

◎タ・プロム遺跡 ◎オールドマーケット ◎染織工房 ◎アンコールクッキー店～夕食後空港へ

シェムリアップ発（23：10）✈ 中国東方航空（ＭＵ５１４便）✈上海へ

【（食事）朝：ホテル 昼：西洋料理 夕：タイスキ】【（宿泊）機内】

５
上海着（04：40）＝乗継＝

上海発（09：55）✈ 中国東方航空（ＭＵ２０８５便）✈ 那覇着（13：30）

☆★☆皆さま、お疲れ様でした！！☆★☆ 【（食事）朝：機内 昼：× 夕：×】

※航空機関のスケジュールに変更のあった場合これに応じて日程を改訂・順序の変更をする場合もあります。

宿 泊 先 (一人部屋追加料金)

【スーペリアクラス】
アンコールホリデー 又は同等クラス

￥16,000（3 泊分）

■最少催行人数：10 名様 ■添乗員：同行致します。

※燃油サーチャージは変動性の為、出発前に追加徴収または減額返金する場合がございます。
※パスポートの残存有効期間の不足、及び査証（ビザ）等の不備にはご注意ください。お客様ご自身が確認されない
場合、当社は責任を負いかねます。ご了承ください。

※カンボジア入国にはビザの取得が必要です。オンラインビザにて事前取得いたします。取得料 5000 円
有効残存期限が 6か月以上、査証空欄が、1ページ以上あるかパスポートをお確かめください。
また、照明用写真、正面上半身、背景無地 4.5×3.5 ㎝、スナップ写真不可を 1枚ご準備ください。



アンコール・ワット

世界遺産。アンコール遺跡群の中でも最大の規模

を誇る宗教寺院。寺院全体の面積は約 200ha。東

京ドーム約 15 個分の広さをもつ。寺院はクメール

建築の傑作といわれており、回廊の壁面に埋め尽

くされたレリーフは必見。古代インドの叙事詩を題

材にした物語や、スールヤヴァルマン２世の軍隊

パレードがいきいきと描かれている。

アンコール・トム

周囲12km、広さは9平方km。高さ8ｍの頑丈な城

壁内には、観世音菩薩の四面仏尊顔を祀る「バイ

ヨン寺院」があります。アンコール・ワットと同様、

宗教的宇宙観をもとに構成される。バイヨン寺院

は須弥山を、城壁はヒマラヤの霊峰を、環濠は大

海原を模している。

バンテアイ・スレイ

「女の砦」という意味のこの遺跡は、アンコール・ワ

ットの北東 30km に位置する小寺院。中央神殿の

祠堂に刻まれたデヴァターの彫像は世界屈指の

美術作品として知られ、「東洋のモナリザ」とも評さ

れている。作家アンドレ・マルローがその美しさに

惹かれてデバター像を盗み出そうとし、そのときの

てん末をもとに『王道』を書いたことは有名なエピソ

ード。

タ・プローム

アンコール・トムの東部に位置する主要な遺跡の一つ。

建築の特徴は、平地型のバイヨン様式。東西 1km、南

北 600ｍの周壁に囲まれた広大な敷地内には三重の

回廊があり、塔、塔門、小祠堂などの建物が回廊によ

って複雑に繋がっている。南と北には小寺院が備わり

西側には独立した 2 つの塔がある。この寺院は発見当

時の姿のまま保存されている。長い間ジャングルの中

で放置されていたせいか、巨大な榕樹（カンボジア語で

スポアン。ガジュマルの一種）が遺跡に絡み付き得もい

われぬ神秘の世界を創りだしている。

シェムリアップ

首都プノンペンの北西約 300km。素朴で小さな町

ながら、世界遺産のアンコール遺跡やロリュオス

遺跡があり、観光の町として成長し続けている。都

市の南に位置するトンレサップ湖は東南アジア最

大の湖として知られ、湖畔には漁業を営む住人の

水上家屋が密集している。町のメインストリートで

あるシヴァタ通りには、さまざまなホテルやレストラ

ンなどが軒を連ねるが、町と呼べるのはほんの数

ブロックのみ。町なかから外れると未舗装の道も

多く、バナナやヤシの木の間には伝統的な高床式

の家々が並ぶなど、のどかな景色が広がってい

る。


